
2024年（令和６年）４月号 2特集かごしま市民のひろば

市民税や固定資産税など

使用料や手数料、
基金繰入金など

国が市の特定事業に出すお金

国から交付されるお金。使い
道は市が自由に決められる

銀行などから借り入れるお金
（返済時に国から一部補填あり）

県が市の特定事業に
出すお金などその他

288億4,825万円（10.2%）
その他
456億6,954万円
(16.2％)

歳出
(年間支出)

歳入
(年間収入）

民生費
1,477億6,999万円
（52.3%）

市税
885億7,853万円
（31.3%）

公債費
271億9,507万円（9.6%）

その他
250億9,998万円(8.9％)

地方交付税
370億円(13.1％)

土木費
225億6,657万円（8.0%）

衛生費
165億8,386万円（5.9%）

教育費
207億3,271万円（7.3%）

商工費・農林水産業費
120億525万円(4.3％)

消防費
68億2,230万円（2.4%）

国庫支出金
666億7,302万円
(23.6％)

市債
195億293万円
(6.9％)

59.8％

40.2％

自
主
財
源

依
　存
　財
　源

（
市
が
自
主
的
に
調
達
で
き
る
財
源
）

（
国
・
県
な
ど
か
ら
受
け
入
れ
る
財
源
）

道路や公園、区画整
理などに

市の運営・公営交通や船
舶の維持、災害復旧に

消防・救急に

商業・観光や農林水産
業の振興に

子育て支援や高齢者の
医療など福祉の充実に

市債の返済に

教育の振興に

環境や衛生の向上に

ほてん

「
選
ば
れ
る
ま
ち
」を

　
　
実
現
す
る
た
め
の
重
点
的
な
取
り
組
み

一
般
会
計
当
初
予
算
２
８
２
５
億
円
の
内
訳

1

2

”つ
な
が
り“
を
力
に
！

持
続
可
能
な
ま
ち
を
築
く
積
極
予
算

　
今
年
度
の
本
市
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ

た
当
初
予
算
は
、
４
９
６
７
億
円
。
こ
の
う
ち
一
般
会
計
当
初
予
算

は
２
８
２
５
億
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
１
．
３
％
増
の
過
去
最
高

の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
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人
口
減
少
時
代
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
住
み
た
い
、
訪
れ
た
い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
”選
ば

れ
る
ま
ち
“を
目
指
し
、ま
ち
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
軸
と
し
た
多
様
な
”つ
な
が
り
“を
力
に
、

本
市
を
さ
ら
な
る
成
長
に
導
き
、
次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
３
つ
の
重
点
的
な

取
り
組
み
を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

つながる人・まち　彩りあふれる　躍動都市・かごしま

歳出で最も多いのは、子育て支援や高齢者の
医療などに使われる民生費約1,478億円で、一般
会計当初予算全体の約半分を占めています。

歳入で最も多いのは市税で、昨年度に比べ個
人市民税などの減により、約19億円の減となり
ますが、定額減税の国費補填分を含めた実質的
な市税は約２億円の増となりました。

多
様
な〝
つ
な
が
り
〞を
大
き
な
力
に

　
　　

〝
選
ば
れ
る
鹿
児
島
市
〞を
目
指
し
て

　
令
和
６
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
私
の
任
期
の

締
め
く
く
り
の
年
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
と
お
約
束
し
た

施
策
の
総
仕
上
げ
を
図
る
た
め
、
持
て
る
力
と
情
熱
の

す
べ
て
を
傾
注
し
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
に
お
い
て
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
中
、
本
市
の
人
口
も
今
後
さ
ら
な
る
減
少
が
見
込
ま

れ
、
地
域
の
社
会
経
済
活
動
に
深
刻
な
影
響
が
及
ん
で

い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
乗
り
越
え
、
将

来
に
わ
た
っ
て
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
子
育

て
世
代
や
若
者
を
は
じ
め
す
べ
て
の
世
代
の
方
々
に「
住

み
た
い
、
訪
れ
た
い
」と
感
じ
て
い
た
だ
け
る〝
選
ば
れ
る

鹿
児
島
市
〞を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
過
去
最
高
規
模
と
な
っ
た
今
年
度
の
予
算
に
は
、
子

育
て
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
や
、〝
地
域
の
稼
ぐ
力
〞の
向

上
、
デ
ジ
タ
ル
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
、
本
市
の
成
長

を
強
力
に
牽
引
し
て
い
く
た
め
の
重
点
的
な
取
組
を
中

心
に
、
多
彩
な
魅
力
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
次
世
代
に

向
け
て「
持
続
可
能
な
ま
ち
」を
築
き
上
げ
て
い
く
た
め
の

諸
施
策
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
年
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
市
長
等
が
一

堂
に
会
す
る「
ア
ジ
ア
太
平
洋
都
市
サ
ミ
ッ
ト
」を
本
市
で

初
め
て
開
催
す
る
ほ
か
、
歴
史
的
に
縁
の
深
い
鎌
倉
市

と
の
交
流
な
ど
も
始
め
ま
す
。

　
多
く
の
市
民
や
事
業
者
、
本
市
に
想
い
を
寄
せ
る
皆

様
と
の
多
様
な
つ
な
が
り
、
国
や
都
市
を
超
え
た
人
や

ま
ち
と
の
結
び
つ
き
を
、
未
来
を
切
り
拓
く
原
動
力
と
し

な
が
ら
、
人
も
ま
ち
も
躍
動
す
る
鹿
児
島
市
の
実
現
に

積
極
果
敢
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 鹿児島市長

下鶴 隆央

令
和
六
年
度

　
当
初
予
算

住みたい！訪れたい！ 「選ばれるまち」の実現

さらなる成長へと導き 次の世代へと引き継ぐ持続可能なまちへ

◇待機児童対策の展開と子育て支援の強化
◇児童相談所の設置に向けた取り組み
◇教育へのICTの積極的な活用や国際的視野
を広げる機会の提供 など

◇「行かなくてもいい市役所」づくりのさらなる推進
◇AIなどの活用による市民サービス向上と業務効率化の推進
◇市民のICTリテラシー向上やICT関連産業の振興 など

◇インバウンド対応の強化
◇多様なツーリズムの展開
◇地域産業や農林水産業の生産性・収益性向
上の支援 など

“ＩＣＴで住みよいまち”推進

“地域の稼ぐ力”向上“子どもの未来輝き”推進

市民・事業者・想いをよせる人
多様な“つながり”を力に！


